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道路の被災状況
国土交通省中国地方整備局

山陽自動車道 平成30年7月14日(土) 復旧 東広島・呉自動車道 平成30年7月10(火) 復旧

国道2号 平成30年7月21日(土) 復旧 国道31号 平成30年7月11日(水) 復旧



資料︓呉市 道路通⾏規制情報(8⽉20⽇19時30分現在) 重篤な損傷

被災状況 広島呉道路(クレアライン)

資料︓広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会 11
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道路混雑の⻑期化 (7/13の渋滞状況）

広島

呉

東広島
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空港アクセスへの対応
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帰宅困難者の発⽣
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鉄道がストップ
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鉄道がストップ
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情報関係もストップ

資料 東京大 伊藤昌毅先生

バスロケアプリ 経路検索アプリ



• H31九州豪⾬でも⺠間サービスは未対応のまま
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情報提供関係もストップ



• H31九州豪⾬でも⺠間サービスは未対応のまま
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情報提供関係もストップ
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国土交通省中国地方整備局
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バスの再開も渋滞が激しく⾒通し⽴たず



1)都市間輸送をバス+船サービスで担い，マイ
カーからの転換を図る．

2)バス等公共交通への転換を図るため，⾃動
⾞に対し所要時間で圧倒的に優位に⽴つ必要が
ある．

3)しかしながら，被災地への住⺠感情も考慮
し，施策実施の場合には，⾃動⾞交通への影響
を最⼩限に抑える．
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広島〜呉間の渋滞対策の基本的考え⽅
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天応⻄IC

天応東IC

呉IC

坂南IC

坂北IC

渋滞

渋滞



• 「使える道路空間」を柔軟に活⽤し，バス専⽤の⾛⾏空間を確保
• 所要時間が短縮し安定．便数増加，利⽤者増，渋滞緩和の好循環に

(発災直後︓2-3時間→約1時間)
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災害時BRT(Bus Rapid Transit)

■通⾏⽌状況と交通渋滞
（7/13（⾦）発災1週間後）

広島

呉

広島呉道路
坂北〜呉 通⾏⽌

国道31号
ほぼ全線で渋滞

呉線
運休

■災害時BRTの構成︓渋滞を悪化させずバスの速達性を確保

広島バスセンター

呉駅

広島呉道路
仁保IC

坂北IC

坂南IC

天応⻄IC

天応東IC

呉IC

⾃専道に
バス専⽤⾞線
(7/26-)提案7/24
規制で使われて
いない⾞線を転⽤

国道31号
バス専⽤レーン
(8/8-)提案7/31
時間限定で
バスレーンを設置

通⾏⽌区間
をバス⾛⾏
(7/17-)提案7/13
本線でUターンし，
逆向きのハーフICを
通⾏
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バスレーン運⽤の現場
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バスレーン運⽤の現場
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バスレーン運⽤の現場
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呉線代⾏バスの台数



23

災害時交通ネットワーク
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災害時HOV(BRT区間の企業通勤バス通⾏)

資料 中国地方整備局
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施策としての意思決定

＋ 知事のリーダーシップ
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施策としての意思決定

学術

経済界

交通事
業者

国

県

市

道路管
理者



• バスの所要時間実績を計測・研究室HPで即⽇発信
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バス運⾏実績時刻の情報提供

HPに約26,000アクセス



• バス︓改めてその価値が⾒直されたのは
間違いない

• 想定外の「かたまり」
–まさか，こんな災害が来るとは
–まさかJRが⻑期にわたりつぶれるとは．
–まさか，公共交通情報提供系がつぶれるとは
–想定していたBCPが機能せず（⼀部は機能）

• 加えて，平素からのドライバー＋⾞両不⾜
• ただし，想定外の「意思決定プロセス」も
–地域の団結した意思決定
–全国からの応援 28

H30.7 7⽉豪⾬の公共交通対応に対して



① 関係機関との連絡調整（国・⾃治体）
② ⾞両・施設・社員の安否・燃料・⾷糧の確保

（場合により⾞両を移動）
③ 被害の把握＋発⽣が想定されることの

シミュレート
④ 場合により，計画運休
⑤ 対応優先度の「トリアージ」
⑥ 発⽣してしまった場合のルート設定＋ロジ
⑦ 情報提供のルール決め
⑧ 発災後72時間＋はじめの週末までのフェーズ
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災害の発⽣が予⾒される際にすべきこと
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① 関係機関との連絡調整（国・⾃治体）

学術

経済界

交通事
業者

国

県

市

道路管
理者



• 被害の把握
– Google map
–国・県などの情報提供
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③被害の把握＋発⽣が想定されることの
シミュレート



• 被害の予測（シミュレート）
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③被害の把握＋発⽣が想定されることの
シミュレート



「計画運休」、鉄道各社がタイムライン作成へ
~鉄道の計画運休のあり⽅について最終取りまとめ~」

国⼟交通省（本省） R1.7.2
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④場合により，計画運休
⑦情報提供のルール決め

→いつ，どのタイミングで出すか？

→誰に出すか？
・Web＋行政経由
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④場合により，計画運休
⑦情報提供のルール決め
• とりあえず何らかの⽅法で出せば，

どこかが
伝えてくれる



• こういう出し⽅もあり．
SNSで勝⼿に拡散する

• まずは出すことが重要

35

④場合により，計画運休
⑦情報提供のルール決め



• ⼀般のBCPにはない視点
タイムライン

– 「発災後72時間まで」と「発災後73時間以降」の位置付け

– 「発災後︓猶予の72時間」è災害後72時間の壁の間
• 情報収集（被災情報）
• 輸送計画（ルート，ダイヤ，オペレーション）
• 詳細のロジ（⾞両プール，ドライバー宿舎，燃料，⼿続き）
• 情報提供（周知）
• 需要調整（始業時間パターンの調整）
• バリアフリー対応 リエゾンの活⽤

– 「発災後︓実⾏の73時間から」
• モニタリング
• リアルタイム情報提供

– プラス，発災後のはじめの週末が⼀つのメド 36

公共交通のBCP



• 関係機関からの情報収集
– 公共交通インフラの被災状況把握
– 公共交通事業者の被害程度の把握
– 道路の被害および被災状況の把握

• 需給バランスを考慮したルート設定
– 代替交通⼿段の確保可能性
– 交通需要（移動量）の把握èパーソントリップ調査データがベスト
– 供給量と所要時間安定性（回転率→供給量に影響）
– 専⾨家との連携（理論的裏付け・データでの検証）

• 広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会は
他機関＋専⾨家連携

• 意思決定と作戦⽴案に⼒点

• リエゾン（伝達員）を派遣or受け⼊れ
– 場合により⺠間も活⽤（コンサルタントなど）

• バリアフリー対応 37

発災後猶予の72時間をどう動くか︖



• スピーディな作戦⽴案＋実⾏のために，
フットワークの軽い組織体に
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発災後猶予の72時間をどう動くか︖



• 情報提供
– データ受け渡しのルール・フオーマットづくり
– HPでの情報提供体制・内容・URL(è平常時に決めておく)
– 情報更新時の連絡体制
– SNSの活⽤⽅法
– CP（乗り換え情報提供サービス提供者）やメディアとの連携
– 災害時バスロケの設定

• 交通状況のモニタリングの準備
– 実績出発・到着時間と所要時間実績の計測
– 乗⾞⼈員・乗⾞率
– 交通量・渋滞⻑・速度（ETC2.0）
– 移動パターン（モバイル空間統計）
– 稼働率（レンタサイクル） など
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発災後猶予の72時間をどう動くか︖



• 猶予の72時間で⽴案した計画の実⾏
–運⾏管理
–データの計測とモニタリング・分析
–必要に応じて対応策を追加検討

–運⾏形態の変化に応じて，都度作戦を計画

・動き出して，はじめの週末が１つの節⽬
-⽣産調整・学校休みのケースも
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実⾏の73時間からをどう動く︖



• どこが危ないのか︖
–どんな災害が起こるか︖

• どこが切れると
ダメージが⼤きいのか︖

• 臨時の交通体系の
供給⼒はあるか︖
–普段から余⼒があるか︖
–事業者と良い関係か︖

• ⼈員がどのくらい対応できるか︖
–⾜りなければ協定を︕ 41

リスクの評価を︕
① 地形・自然要因

l 土砂災害危険箇所など
② JR・道路が近接
③ 冗長性なし
④ 都市間幹線・普段から混雑

l交通量・流動量が多い
⑤ 暫定二車線の高速道路



• お⾦の負担
– 激甚災害クラスなのに，交通マネジメントに対する

公的な費⽤の位置付けが不明
• たとえば災害時BRTの警備員費⽤
• 広島〜呉間の交通マネジメントでも，

数百億円の桁での経済損失を抑制したが・・・
– いざという時のために，基⾦化できないか︖

• 緊急通⾏⾞両の定義
– 公共交通・交通対策に資する⾞両も対象に︕

• とにかく，事前の備えができる領域は多い︕
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その他，対処すべきこと



• 各団体の「キーとなる若⼿」を巻き込ん
で検討する
–⾦太郎飴はNG
–いつ起こるかわからない

＝その若⼿がいつか陣頭指揮を取る可能性
＝技術・ノウハウ伝承
＝マニュアルは「陣頭指揮」を取る

⼈のためのもの
• 他地域で⼤きい災害が起こった時に，

定期的に⾒直す
43

BCP策定にあたって


